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要   旨 

平成23年度から25年度にかけて香川県内の東讃地域7河川12地点、中讃地域7河川16地点の溶存態ケイ

素濃度について調査した。3か年の調査結果の平均値は6.2 mg/Lで、年間の変動は、春から上昇し、夏から秋

まで高く、冬から春に低下する傾向だった。溶存態ケイ素濃度と河川流域の地質との関係では、調査河川中で最も高

濃度であった青海川は、上流域に新第三紀火山岩類が分布していることが影響していると示唆された。津田川

と鴨部川で、溶存態ケイ素濃度の相関が他項目に比べて特に高かったのは、上流域の地質が同じ領家花崗岩類

であることに加え、流域からの人為的影響が極めて少なかったことによるものと推察された。 
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Ⅰ はじめに 

ケイ素は地殻の主要成分で、酸素に次いで多い元素で

あり、岩石中では主にSiO2として存在している。珪藻類

は、ケイ酸質の殻を有するためケイ素を必須とする藻類

で、重要な一次生産者として、淡水から海水まで広く分

布する1) 。珪藻にとってケイ素は窒素やリンと同様に重

要な栄養素である。 

河川経由で海に補給されるケイ素の量は、自然流域の

地質や岩石の種類、水との接触時間、気候など様々な要

因に依存するが1) 、近年、河川における停滞水域の増加

など種々の要因で、海域へ流入するケイ素の比率が減少

し、植物プランクトンの構成に影響しているといわれて

いる2) 。 

一方、瀬戸内海をはじめとする内湾海域では、低水温

期に大型珪藻の大量発生による栄養塩の大量消費が問題

となっている3) 。 

ケイ素の河川水中への供給はそのほとんどが化学的風

化によるものであり4) 、人為的な発生源からの影響はあ

るものの 5)、その影響は自然由来に比べて少ないと考え

られている1) 。 

このような中で、海洋では栄養塩であるケイ素の調査はさ

れているが、河川においては水質監視の対象ではないた

め、一部の研究を除いては溶存態ケイ素のデータは少ない。

このことから、香川県内の河川の現状を把握するために、東

讃・中讃地域における河川水の溶存態ケイ素の実態調査を

実施したので報告する。 
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Ⅱ 方法 

１ 分析項目及び方法 

溶存態ケイ素は、採水試料を0.45µmメンブランフィ

ルターでろ過し、ろ液を ICP 発光分光分析法で測定し

た。あわせて、硝酸態窒素および亜硝酸態窒素、リン酸

態リンについて、ろ液をオートアナライザーによる流

れ分析法で測定した。 

２ 調査地点および調査期間 

香川県内の東讃地域7河川12地点(うち環境基準点、

7地点、補足地点5地点)、中讃地域7河川16地点(う

ち環境基準点8地点、補足地点8地点)について調査し

た。調査地点を図１に示す。 

調査期間は2011年4月6日～2014年3月6日で、環

境基準点は毎月、補足地点は隔月(偶数月）に採水し、

分析を行った。 

 

Ⅲ 結果および考察 

１ 各地点の溶存態ケイ素濃度 

東讃地域と中讃地域の 14 河川 28 地点の調査結果を

表１に示す。 

河川水中の溶存態ケイ素濃度は、最小値0.9mg/L、最

大値13.6mg/Lで、3か年の全平均値が6.2mg/Lだった。

地点ごとの平均値で最も高かったのが青海川青海橋で

11.1mg/L、低かったのが西汐入川塩屋橋で3.9 mg/Lだ

った。 
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表１ 採水地点と溶存態ケイ素濃度（mg/L) 
平均値
mg/L

標準偏差
mg/L

最大値
mg/L

最小値
mg/L

1 馬宿川 河口潮止上 6.3 0.9 7.8 4.6

2 川渕橋 ＊ 7.3 1.3 9.4 3.6

3 湊川 湊川橋 ＊ 6.5 1.2 9.1 4.6

4 藤井橋 6.3 1.3 8.5 4.4

5 与田川 中央橋 7.8 1.3 10.2 5.7

6 三本松橋下 ＊ 7.5 1.4 10.1 4.4

7 番屋川 番屋川大橋 ＊ 6.5 1.8 10.7 2.7

8 津田川 河口潮止上 ＊ 5.6 1.8 8.9 2.4

9 松尾橋 6.9 1.4 8.7 4.3

10 鴨部川 鴨部川橋 ＊ 5.2 1.6 8.1 1.7

11 井戸橋 5.0 1.2 7.2 3.1

12 弁天川 弁天橋 ＊ 8.7 2.6 13.4 3.9

13 青海川 青海橋 11.1 1.8 13.6 6.0

14 綾川 雲井橋 4.9 1.7 7.3 1.7

15 下川原水道取水口 6.3 1.4 8.5 3.2

16 長田橋 6.3 1.5 8.8 3.6

17 大束川 新町橋 ＊ 5.6 1.3 8.1 1.7

18 富士見橋 ＊ 5.5 1.7 8.2 0.9

19 台目川合流点後 6.4 1.2 8.1 4.0

20 次郎橋 5.2 1.3 7.6 3.0

21 西汐入川 塩屋橋 ＊ 3.9 1.6 8.9 1.0

22 金倉川 水門橋 ＊ 4.4 1.3 6.5 1.6

23 与北橋 5.6 1.3 8.9 3.3

24 琴平町水道取水口 6.5 1.0 8.1 4.0

25 満濃池放水口 5.7 0.8 8.3 4.3

26 桜川 金比羅橋 ＊ 4.9 1.5 7.3 1.1

27 弘田川 潮止水門上 ＊ 5.6 1.4 7.6 2.0

28 国道11号線交差点 6.6 1.2 8.3 4.5

6.2 1.4 8.8 3.3

＊印は環境基準点、それ以外は補足地点

採水地点
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図１ 調査地点(中讃地域・東讃地域) 

 

 

 

過去に小林（1961）が全国225河川の水質分析を行っ

ており、これはケイ酸濃度を全国的に調査した数少な

い報告である6)。小林の報告と今回の調査結果を比較す

ると、平均値 6.2mg/L は全国平均 19.0mg-SiO2/L 

（8.9mg-Si/L)より低く、四国地方19河川の平均9.8mg-

SiO2/L (4.6mg-Si/L)より高い。県内では綾川 滝宮橋下

の19.1mg-SiO2/L(8.9mg-Si/L)が報告されており、今回

調査した綾川 下川原水道取水口の平均値6.3 mg/Lは、

それより低い値となった。 

２ 溶存態ケイ素濃度の年間の変動 

化学的風化作用を支配する重要な因子として、流出量、

降水量、気温が重要であると言われていることから 4)、溶

存態ケイ素濃度の 3 年間の変動と月平均気温を図２に、

降水量（月合計）を図３に示した。 

溶存態ケイ素濃度の年間の変動は、調査した 3 か年で

時期が若干前後するものの、春から上昇し、夏から秋まで

高い濃度で推移し、冬から春にかけて低下する傾向であ

った。気温との関係では、溶存態ケイ素濃度が気温の上

昇・下降と少し遅れて同様の動きが見られた。降水量と溶

存態ケイ素濃度との関係は、今回の 1 か月間隔の採水で

は明確に見いだせなかった。 
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図２ 溶存態ケイ素濃度の年間の変動と気温 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 溶存態ケイ素濃度の年間の変動と降水量 

 

 

３ 溶存態ケイ素濃度と河川流域の地質 

（１） 河川間の濃度比較 

今回の調査河川の中で青海川は常に高濃度で推移し

た（最大値13.6mg/L、最小値6.0mg/L）。（図４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 青海川と中讃地域6河川の溶存態ケイ素濃度の 

推移 

 

溶存態ケイ酸濃度の大小は流域からの流出条件に左

右されることが多く、流域の地質を構成する岩石ある

いは堆積物の種類はその中でも特に重要な要因であり

1)7)、地質年代の若い火山系地質を貫流する河川はケイ

酸濃度が高いと言われている6)8) 。 

東讃地域、中讃地域の地質概要を図５に示す9)～13) 。 

青海川の採水地点から上流域には、県内では比較的

地質年代の若い火山系地質である新第三紀火山岩類の

讃岐岩（サヌカイト）、讃岐岩石安山岩（サヌカイト類）

等が分布しており、本県でも上流域の地質が河川水中

の溶存態ケイ素濃度に影響していることが示唆された。 

（２）同一河川での濃度の変動 

同一河川で上流から下流で溶存態ケイ素濃度を比較

すると、ほとんどが下流のほうが低濃度もしくは同程

度の濃度であった。流下過程にダム湖などの停滞水域

があると、発生する珪藻類によってケイ素が消費され、

溶存態ケイ素濃度が低下すると考えられている 14）15）。

今回の調査でも、綾川水系の府中湖を挟んで上流(下川

原水道取水口)と下流（雲井橋）の地点を比較すると、

報告と同じく下流のほうが溶存態ケイ素濃度が低くな

っていた。 

一方、大束川の台目川合流点後では、上流と比較し

て高濃度となったが、この地点のすぐ上流側に火山岩

類の分布地帯から流れ込む支流があることから、これ

が濃度を高めた要因と考えられた。 

（３）2河川間の濃度の相関 

今回、鴨部川鴨部川橋と津田川河口潮止口の溶存態ケ

イ素濃度が調査期間を通じてほぼ同様に推移し、濃度

の相関は、ｒ＝0.93 と、硝酸体窒素および亜硝酸体窒

素のr=0.64やリン酸態リンのr＝0.80と比較して特に

高かった。（図６） 

この 2 河川は隣接しているため流域の気候条件が大

きく変わらなかったと考えられ、また、上流域が同様に

領家花崗岩類であり、地質の条件も似通っていること、

加えて、溶存態ケイ素に関して流域からの人為的影響

がほとんどなかったことが関係していると推測された。 
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図６  鴨部川と津田川の溶存態ケイ素濃度の相関 

 

 

Ⅳ まとめ 

平成23～25年度に、県下の東讃地域7河川12地点、中

讃地域 7河川 16地点について、河川水の溶存態ケイ素濃

度の調査を行った。3か年の調査結果は、最小値0.9mg/L、

最大値13.6mg/L、平均値は 6.2mg/Lだった。季節変動は、

春から上昇し、夏から秋まで高い濃度で推移、冬から春に

かけて低下する傾向だった。このことには気温が関係して

いることが示唆された。 

河川によっての溶存態ケイ素濃度の違いを河川流域の

地質との関係でみると、本県でも比較的地質年代の若い火

山岩が影響していると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 地質概要(中讃地域・東讃地域) 

 

 

今回の調査で、上流域の岩石や気象条件の似ている河

川で、溶存態ケイ素濃度の相関が他の項目と比較して特に

高かったことから、河川水中の溶存態ケイ素濃度は、岩石

由来など自然要因の影響が大きく、流域の人為的要因によ

る影響が少なかったことが推察された。 
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